
Ⅵ 指導法改善のポイント 

１ 国語 

 

◆ 授業改善のポイント 
 
 
 
 
 

◆ 今回の調査結果から明らかになった成果と課題  
 

 

 

 

◆ 成果が見られた問題の概要 「大問４（２）（書くこと）」 （思考・判断・表現） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

【指導継続のポイント】 

 

 

平均正答率 
（％） 

本県 市町村 自校 

64.1     

正答 解答類型 反応率（％） 自校 
 １ と解答しているもの 15.3  
 ２ と解答しているもの  7.6  

◎ ３ と解答しているもの 64.1  
 ４ と解答しているもの 12.6  
 無解答  0.5  

【報告する文章の一部】の▼から▲までの文章の中で，
山下さんは【グラフ】を使って説明しています。その説明
の仕方を表した文としてふさわしいものを,選択肢から一
つ選びましょう。 

○ 児童が主体的に言語活動に取り組むには，相手や場面を意識させたり，目的や意図を明確にさせた
りすることが大切です。また，メモや付箋などで情報を可視化し整理したり，振り返りを通して内容
や方略をメタ認知したりする機会を多く位置付けることが重要です。 

○ 児童の言語活動を充実させるためには,「語彙」や「文や文章」などの〔知識及び技能〕に関する指
導事項を,実際の言語活動の中で活用できるようにすることが重要です。特に，「話す・聞く・読む・
書く」活動において，意図的・計画的に言葉を取り上げ，話や文章の中でどのように用いられているか
を捉えさせるとともに，理解や表現の場面で適切に使えるよう指導する必要があります。 

成 果： 引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書き表し方
を工夫する力が一定程度身に付きつつあります。 

課 題：① 文の中での語句の係り方や語順，文と文との接続の関係，話や文章の構成や展開，話や
文章の種類とその特徴について理解する力が不十分です。 

② 話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応じて,話の内容を捉え,話し手の考えと比
較しながら自分の考えをまとめること力が不十分です。 

 
 

【設問の概要】   
 ○  引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することが 

できるかどうかをみます。 

○ 引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，書き表し方を工夫する目的は，自分の考えが伝わるようにする
ためです。「書くこと」の学習を展開する際には，次の二点に留意する必要があります。 

① 引用すると説得力が増したり，図表を使うと情報が一目で伝わったりするなど，用いることで文章がどのよう
によくなるか実感を伴った体験を位置付けます。 

② 必要に応じて資料や図表の読み取りを丁寧に行ったり，読み手を意識した交流活動を取り入れたりします。 

【解答類型と反応率】  
 

【選択肢】 
１ グラフだけでは分からないことを言葉で付け

加えながら説明している。 
２ 言葉と関係のないグラフを示すことで,読者の

考えを広げる説明をしている。 
３ グラフの中で特に注目してほしいところを言

葉で示しながら説明している。 
４ グラフの数値にぎ問を示すことで読者の考え

を深める説明をしている。 
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◆ 課題が見られた問題の概要  「 大 問 １ （３ ） 言 葉 の特 徴 や使 い方 に関 する事 項 」 （ 知 識 ・技 能 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
【問題点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【改善点】 

 

 

 

 

 

平均正答率 
（％） 

本県 市町村 自校 

34.1     

正答 解答類型 反応率（％） 自校 
 １ と解答しているもの 20.1  
 ２ と解答しているもの 34.2  
 ３ と解答しているもの 11.4  

◎ ４ と解答しているもの 34.1  
 無解答 0.3  

○  鹿児島学力・学習状況調査では，毎年度，下のような類題を出題し，「知識及び技能」の定着度を
確認していますが，正答率は変わらない状況にあります。小学校では，中学校の文法学習のように，
体系的に学んでいないため，文を曖昧なまま読んでいる児童が多いと考えられます。実際の文章の
中で，自然と使い方を身に付けながらも，文の構造を意識する経験が少なく，言葉を正確に伝え合
い，理解し合うことができるよう，「知識及び技能」の系統を意識した学習の展開に課題が見られま
す。 

【設問の概要】  
○  文の中での語句の係り方（修飾と被修飾の関係）について，理解することができるかどうか

をみます。 
 

 

【解答類型と反応率】 
 

○  文の構造を意識して読んだり書いたりする経験を増やしていく必要があります。「主語はどれ？」
「述語は？」「○○はどの言葉に係るかな？」など，実際の文章で修飾語を探したり，自分で修飾語を
用いてより詳しく伝える文章を書いたりすることが重要です。 

○  それぞれの指導事項について系統を意識することは，授業の質を高めるうえで重要です。一方で，
系統だけに縛られず，児童の反応や興味を踏まえて柔軟に調整しながら，「言葉カード」やＩＣＴを活
用したゲーム的活動や操作活動を取り入れるなど，手立てを工夫する必要があります。 

指導事項 
エ「文や文章」（単語の類別） 

【類似問題】令和６年度 

鹿児島学力・学習状況調査 

正答率 ３４．１ 

【中学１年】令和７年度 

鹿児島学力・学習状況調査 

大問１ 正答率 ４４．７ 

【選択肢】 
１ 六年生の 
２ 大玉ころがしの 
３ 真けんに 
４ 戦います 

指導事項 
カ「文や文章」（文の中で

の語句の係り方） 

竹下さんは，【山田さんへの手紙】を読み返して，  
アの文について，言葉の使い方を確かめて 

います。   の部はどの言葉に係るでしょう
か。ふさわしいものを，選択肢から一つ選びまし
ょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六年生の大玉ころがしは，児童と保護者が 
赤組と白組に分かれて真けんに戦います。 
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◆ 全国学力・学習状況調査問題（小学校第６学年）との関連  

 

 

【鹿児島学力・学習状況調査 小５問題 ５（４）】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【全国学力・学習状況調査 小６問題 １－３（２）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

【指導のポイント】 

 

 

 

平均正答率 
（％） 

本県 市町村 自校 
5.8     

正答 解答類型 反応率（％） 自校 
◎ ①から⑤を満たしているもの  5.8  
 ⑤を満たしていないもの  0.1  
 ④を満たしていないもの  0.5  
 ③を満たしていないもの 39.6  
 ②を満たしていないもの  1.7  
 ①を満たしていないもの 13.5  
 無解答 23.3  

平均正答率 
（％） 

本県 自校 
72.1   

正答 解答類型 反応率（％） 自校 
 １ と解答しているもの ３．０  
 ２ と解答しているもの １６．４  

◎ ３ と解答しているもの ７２．１  
 ４ と解答しているもの ８．０  
 無解答 0.５  

途
中
省
略 

【指導事項の関連】  
○  話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめることができるかどうかをみます。 
 

○ 話す・聞く・書く活動と文の仕組みの理解を結び付け，考えを言葉で整理し，正確に表現する力の育
成を図る授業に取り組むことが重要です。 

① 文の仕組みを意味理解と表現に結び付けた指導･･･修飾語と被修飾語の関係などを，文の意味や表したい内容と
関連付けて捉えさせ，正確で分かりやすい表現につながるよう指導する。 

② 比較を通して考えを整理する活動の充実･･･話し手の考えと自分の考えを比べ，共通点や相違点を整理してから
書く活動を位置付け，考えを言葉で整理する時間を確保する。 

③ 話す・聞く活動を生かした記述への接続･･･話合いで出た考えや理由を基に，条件を意識して書き表す活動を取
り入れ，話す・聞く活動と書く活動を一体的に指導する。 

小森さんたちは，バスの運転士の岡さんにインタビュー
をすることにしました。次の【インタビューの様子の一部】
をよく読んで，あとの問いに答えましょう。 【インタビューの様子の一部】の小森さんが部イ

のように発言した理由として最も適切なものを、
次の１から４までの中から一つ選んで、その番号
を書きましょう。 
 
【選択肢】 
１ 相手の答えは自分の予想どおりであることが分かったか

ら。 
２ 自分が聞こうとしていた内容のほかに、新たに聞きたいこ

とが見つかったから。 
３ 相手の答えと自分の考えを比べて、考えを深めることがで

きたから。 
４ 自分が共感した内容を取り上げて、話題を広げようと考え

たから。 

① 2 文で解答している。 
② １文目に，山本さんの意見に対して「さんせい」か「反対」か

を答えている。 
③ ２文目に理由が書かれており，１文目の選択と対応している。 
④ 発表にふさわしい言葉づかいで答えている。 
⑤ 50 字以上，80 字以内でまとめている。 

【解答類型と反応率】 
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